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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】被検査部材から漏洩した媒体を漏洩箇所に依存
せずに検知することができる漏洩検知器を提供する。
【解決手段】漏洩検知器１は、担持部１０、検出部２０
、および報知部３０を有している。担持部は、媒体を流
通させる被検査部材から漏洩した媒体を担持する。検出
部は、担持部に担持された媒体を検出する。報知部は、
検出部による媒体の検出を報知する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体を流通させる被検査部材から漏洩した前記媒体を担持する担持部と、
　前記担持部に担持された前記媒体を検出する検出部と、
　前記検出部による前記媒体の検出を報知する報知部とを有する漏洩検知器。
【請求項２】
　前記担持部は、吸液性を備えた繊維から形成された請求項１に記載の漏洩検知器。
【請求項３】
　前記担持部は、複数の前記被検査部材から漏洩した前記媒体を担持する請求項１または
２に記載の漏洩検知器。
【請求項４】
　前記担持部は、前記被検査部材に巻き付け、または前記被検査部材の下方に配設し、前
記媒体を担持する長尺状のベルトを備えた請求項１～３のいずれか１項に記載の漏洩検知
器。
【請求項５】
　前記ベルトは、長さを調整自在に構成した請求項４に記載の漏洩検知器。
【請求項６】
　前記検出部または前記報知部の少なくとも一方は、使用時において、前記担持部よりも
上方に配設される請求項１～５のいずれか１項に記載の漏洩検知器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検査部材から漏洩した媒体を検知する漏洩検知器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、たとえば水を送水する配管が経年劣化したり配管に衝撃が加わったりすると
、その配管に亀裂が生じることがある。このような場合、配管の内部の水は、亀裂を介し
て外部に漏洩する。配管の外部に漏洩した水は、床面に溜って周囲の載置物を汚染させた
り、階下や床下まで漏れて建造物の構造を劣化させたりすることがある。
【０００３】
　そこで、たとえば、水道管に漏水検出センサーを取り付けて、その水道管から漏洩した
水を漏水検出センサーによって検出する技術が開示されている（例えば、特許文献１参照
。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平１－７１６４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記の漏水検出センサーは、水道管の上部にセンサーを配設しているこ
とから、その水道管の側部や下部から漏水する水については、十分に検出できない虞があ
る。また、垂直に起立している水道管の外周面の一部にセンサーを取り付けた場合、その
水道管に生じた漏洩箇所がセンサーから離間していると、漏洩箇所から漏れた水は下方に
滴下してセンサーには到達しない。
【０００６】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたものであり、被検査部材（たとえば排
水用配管）から漏洩した媒体（たとえば水）を、その漏洩箇所に依存せずに検知すること
ができる漏洩検知器の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　上記目的を達成する本発明に係る漏洩検知器は、担持部、検出部、および報知部を有し
ている。担持部は、媒体を流通させる被検査部材から漏洩した媒体を担持する。検出部は
、担持部に担持された媒体を検出する。報知部は、検出部による媒体の検出を報知する。
【発明の効果】
【０００８】
　上記のように構成した漏洩検知器によれば、検出部は、媒体を吸収または伝播しつつ担
持する担持部を介し、被検査部材から漏洩した媒体を検出することができる。したがって
、漏洩検知器は、担持部によって、検出部による媒体の検出領域を拡大させることができ
る。すなわち、漏洩検知器は、被検査部材から漏洩する媒体を、その漏洩箇所に依存せず
に検知することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施形態に係る漏洩検知器の使用状態を示す模式図である。
【図２】実施形態に係る漏洩検知器を示す斜視図である。
【図３】実施形態に係る漏洩検知器を示す側面図である。
【図４】実施形態に係る漏洩検知器の要部を分解して示す側面図である。
【図５】実施形態に係る漏洩検知器を用いた漏洩の検知方法を示す模式図である。
【図６】実施形態に係る漏洩検知器の他の適用例１を示す模式図である。
【図７】実施形態に係る漏洩検知器の他の適用例２を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、添付した図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。図面の説明におい
て同一の要素には同一の符号を付し、重複する説明を省略する。図面における各部材の大
きさや比率は、説明の都合上誇張され実際の大きさや比率とは異なる場合がある。
【００１１】
　（実施形態）
　漏洩検知器１は、図１に示すように、たとえば、防水パン１００に載置した洗濯機１１
０の排水用配管１２０に取り付けて、その排水用配管１２０から漏洩した水Ｗを検知する
。
【００１２】
　漏洩検知器１は、担持部１０、検出部２０、および報知部３０を有している。担持部１
０は、媒体（たとえば水Ｗ）を流通させる被検査部材（たとえば排水用配管１２０）から
漏洩した媒体を担持する。検出部２０は、担持部１０に担持された媒体を検出する。報知
部３０は、検出部２０による媒体の検出を報知する。
【００１３】
　漏洩検知器１は、上記構成に加えて、制御部４０および筺体部５０を有する構成として
もよい。制御部４０は、検出部２０および報知部３０の作動を制御する。筺体部５０は、
担持部１０、検出部２０、報知部３０、および制御部４０の各構成部材を保持する。
【００１４】
　漏洩検知器１の構成（担持部１０、検出部２０、報知部３０、制御部４０、および筺体
部５０）について、図２～図４を参照しながら順に説明する。図２は、漏洩検知器１を示
す斜視図である。図３は、漏洩検知器１を示す側面図である。図４は、漏洩検知器１の要
部を分解して示す側面図である。
【００１５】
　担持部１０は、水Ｗを流通させる排水用配管１２０から漏洩した水Ｗを吸収または伝搬
しつつ担持する。
【００１６】
　このような担持部１０は、たとえば、図２～図４に示すように、ベルト１１を含んでい
る。ベルト１１は、たとえば、ナイロン等の合成繊維を編み込みこんだ上で、ゴムを含有
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させたものからなり、長尺状に形成している。ベルト１１は、後述する検出部２０の検出
素子２１に当接された状態で、筺体部５０の一対の係留ピン５３に係留されている。ベル
ト１１は、図１に示すように、たとえば排水用配管１２０に巻き付けて使用する。ベルト
１１は、図５を参照しながら後述するように、排水用配管１２０から漏洩した水Ｗを吸収
しつつ担持する。ベルト１１は、吸収した水Ｗを浸透させつつ拡散させる。
【００１７】
　検出部２０は、担持部１０に担持された水Ｗを検出する。
【００１８】
　このような検出部２０は、図２～図４に示すように、たとえば、検出素子２１を含んで
いる。検出素子２１は、たとえば、電気抵抗を測定する素子に相当する。検出素子２１は
、一対の端子２２および２３を突出させている。検出素子２１は、後述する制御部４０の
基板４１に実装されている。一対の端子２２および２３は、後述する筺体部５０の収容部
材５１に開口した一対の孔５１ｂおよび５１ｃを介して外部に臨み、前述した担持部１０
のベルト１１に当接させている。検出部２０は、ベルト１１が乾いている状態と、ベルト
１１が水Ｗを吸収し湿潤している状態とを、検出素子２１における電気抵抗の差に基づい
て検出する。具体的には、検出素子２１は、一対の端子２２および２３を介して、ベルト
１１が乾いていて電気抵抗の値が高い場合と、ベルト１１が湿潤していて電気抵抗の値が
低い場合とを、一定の閾値を境に検出する。閾値は、水Ｗの漏洩の有無によらず結露等に
よって湿潤するベルト１１の特性等を考慮して設定する。
【００１９】
　報知部３０は、検出部２０による水Ｗの検出を報知する。
【００２０】
　このような報知部３０は、図４に示すように、たとえば、ブザー３１を含んでいる。ブ
ザー３１は、排水用配管１２０からの水Ｗの漏水を警告音によって報知する。ブザー３１
は、後述する制御部４０の基板４１に実装されている。ブザー３１は、後述する筺体部５
０の蓋５４に形成された開口５４ａを介して、警告音を外部に伝播させる。ブザー３１に
よって警告音を発し、水Ｗの漏洩箇所を報知する。漏洩検知器１が、たとえば視認が困難
な床下等に配設されていたとしても、ブザー３１から発せられる警告音によって、水Ｗの
漏洩箇所を容易に認識できる。
【００２１】
　制御部４０は、検出部２０および報知部３０の作動を制御する。
【００２２】
　このような制御部４０は、図４に示すように、たとえば、基板４１、コントローラ４２
、およびバッテリー４３を含んでいる。基板４１は、たとえばガラスエポキシ樹脂からな
り、一面にブザー３１、コントローラ４２、およびバッテリー４３を実装し、かつ、一面
に対向した他面に検出素子２１を実装している。基板４１は、実装した部材同士を導通さ
せている。コントローラ４２は、ＲＯＭ、ＣＰＵ、およびＲＡＭ等から構成している。Ｒ
ＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）は、検出素子２１およびブザー３１の制御プ
ログラムを格納している。ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
は、制御プログラムに基づいて、検出素子２１およびブザー３１の作動をそれぞれ制御す
る。ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）は、検出素子２１およびブザ
ー３１の作動に伴うデータを一時的に記憶する。バッテリー４３は、たとえば蓄電池に相
当し、検出素子２１、ブザー３１、コントローラ４２に対して、それぞれ所定の電力を供
給する。
【００２３】
　筺体部５０は、担持部１０、検出部２０、報知部３０、および制御部４０の各構成部材
を保持している。
【００２４】
　このような筺体部５０は、図２～図４に示すように、たとえば、収容部材５１、支持部
材５２、係留ピン５３、および蓋５４を含んでいる。収容部材５１は、凹状に形成した収
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容部５１ａに、基板４１を収納する。収納する基板４１は、検出素子２１、ブザー３１、
コントローラ４２、およびバッテリー４３をそれぞれ実装している。収容部材５１は、た
とえば、非導電性のプラスチックスからなり、箱状に形成されている。収容部５１ａの底
面に開口した矩形状の一対の孔５１ｂおよび５１ｃに、検出素子２１の一対の端子２２お
よび２３を挿通している。支持部材５２は、収容部材５１の対向する側面に、一対ずつ設
けられ、係留ピン５３を支持する。支持部材５２は、非導電性のプラスチックスからなり
、矩形状に形成されている。支持部材５２は、収容部材５１と一体形成されている。係留
ピン５３は、ベルト１１を係留する。係留ピン５３は、円柱形状に形成され、一対の支持
部材５２によって挟持されるように配設されている。蓋５４は、収容部材５１の収容部５
１ａを封止する。蓋５４は、たとえば、非導電性のプラスチックスからなり、板状に形成
されている。蓋５４は、開口５４ａが形成され、ブザー３１から発せられた音を外部に伝
播させる。
【００２５】
　漏洩検知器１の検知方法について、図５等を参照しながら説明する。図５は、漏洩検知
器１を用いた漏洩の検知方法を示す模式図である。
【００２６】
　漏洩検知器１は、排水用配管１２０に取り付けられている。ここで、排水用配管１２０
が経年劣化したり、排水用配管１２０に衝撃が加わったりすると、その排水用配管１２０
に亀裂部１２０ａが生じることがある。そのような場合、排水用配管１２０内の水Ｗは、
亀裂部１２０ａを介して外部に漏洩する。亀裂部１２０ａから漏洩した水Ｗは、排水用配
管１２０に巻き付けられたベルト１１に吸収される。ベルト１１に吸収された水Ｗは、ベ
ルト１１に浸透しつつ拡散し、ベルト１１に当接した検出素子２１の一対の端子２２およ
び２３間の電気抵抗を変化させる。すなわち、ベルト１１が乾いている状態から湿潤して
いる場合に変化することによって、検出素子２１で検出される電気抵抗が低下する。制御
部４０は、検出素子２１での検出結果に基づき、排水用配管１２０から水Ｗが漏洩してい
ることを判断し、ブザー３１を作動させて周囲に水漏れを報知する。
【００２７】
　上述した実施形態によれば、以下の構成によって作用効果を奏する。
【００２８】
　漏洩検知器１は、担持部１０、検出部２０、および報知部３０を有している。担持部１
０は、水Ｗを流通させる排水用配管１２０から漏洩した水Ｗを担持する。検出部２０は、
担持部１０に担持された水Ｗを検出する。報知部３０は、検出部２０による水Ｗの検出を
報知する。
【００２９】
　このような構成によれば、検出部２０は、水Ｗを吸収または伝播しつつ担持する担持部
１０を介し、排水用配管１２０から漏洩している水Ｗを検出することができる。したがっ
て、漏洩検知器１は、担持部１０によって、検出部２０による水Ｗの検出領域を拡大させ
ることができる。すなわち、漏洩検知器１は、排水用配管１２０から漏洩する水Ｗを、そ
の漏洩箇所に依存せずに検知することができる。
【００３０】
　さらに、担持部１０は、吸液性を備えた繊維から形成してもよい。
【００３１】
　このような構成によれば、排水用配管１２０における水Ｗの漏洩箇所と、検出部２０の
検出素子２１の配設位置とが相当離間している場合であっても、ベルト１１によって水Ｗ
を吸収することによって、排水用配管１２０からの水Ｗの漏洩を確実に検知することがで
きる。特に、検出部２０が排水用配管１２０における水Ｗの漏洩箇所よりも上方に配設さ
れていた場合であっても、水Ｗはベルト１１の下方に加えて上方にも浸透することから、
その水Ｗの漏洩を検出することができる。さらに、ベルト１１が水Ｗを吸収することによ
って、排水用配管１２０から漏洩した水Ｗが周囲に飛散することを防止でき、かつ、その
水Ｗが床に滴下することを防止できる。したがって、水Ｗが側方に飛散して側壁を汚染さ
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せたり、水Ｗが床面に溜って周囲の載置物を汚染させたり、水Ｗが階下や床下まで漏れて
建造物の構造を劣化させたりすることを防止できる。
【００３２】
　さらに、担持部１０は、複数の排水用配管１２０から漏洩した水Ｗを担持する構成とし
てもよい。
【００３３】
　このような構成によれば、１つの担持部１０を用いて、複数の排水用配管１２０から漏
洩した水Ｗをそれぞれ担持することができる。したがって、複数の排水用配管１２０から
漏洩する水Ｗの検知に要するコストを低減することができる。
【００３４】
　さらに、担持部１０は、排水用配管１２０に巻き付けて水Ｗを担持する長尺状のベルト
１１を備えた構成としてもよい。
【００３５】
　このような構成によれば、簡便且つ汎用的な構成であるベルト１１を用い、排水用配管
１２０における水Ｗの漏洩箇所によらず、水Ｗを担持することができる。したがって、た
とえば、起立して設けられている排水用配管１２０の一部から水Ｗが漏洩して下方に流れ
落ちているような場合であって、水Ｗが漏洩している真下に検出部２０の検出素子２１が
配設されていなくても、ベルト１１を介して水Ｗを検知できる。
【００３６】
　さらに、ベルト１１は、長さを調整自在に構成してもよい。
【００３７】
　このような構成によれば、排水用配管１２０の大きさや形状に依存することなく、ベル
ト１１を排水用配管１２０に取り付けることができる。たとえば、ベルト１１は、その長
さを排水用配管１２０の直径に個別に対応させて形成する必要がない。また、ベルト１１
は、仕様が異なる複数の配管に対して任意に取り付けることができる。
【００３８】
　さらに、検出部２０または報知部３０の少なくとも一方は、使用時において、担持部１
０よりも上方に配設する構成としてもよい。
【００３９】
　このような構成によれば、検出部２０または報知部３０は、担持部１０が担持した水Ｗ
によって濡れることを防止できる。したがって、検出部２０または報知部３０は、水Ｗに
よる電気系統の短絡等に起因した故障を防止することができる。さらに、検出部２０また
は報知部３０は、気密性を備えた防水構造とする必要がないことから、製造コストを低減
することができる。
【００４０】
　（実施形態の他の適用例１）
　漏洩検知器１の他の適用例１について、図６を参照しながら説明する。図６は、漏洩検
知器１の他の適用例１を示す模式図である。
【００４１】
　漏洩検知器１は、外部から視認できない場所に配設された排水用配管１２０に巻き付け
て用いることができる。具体的には、図６に示す排水用配管１２０は、防水パン１００を
載置した床材１３０と、その床材１３０の下部に支柱１４０を介して据え付けられた支持
材１５０との隙間において、排水用配管１２０に取り付けて用いている。漏洩検知器１は
、排水用配管１２０から漏洩した水Ｗを、排水用配管１２０に巻き付けたベルト１１を介
して検知する。このように、漏洩検知器１は、床の内部（上階の部屋と下階の部屋との間
）の配管や、側壁の内部（同じ階で隣り合う部屋との間）の配管に取り付けて用いること
もできる。漏洩検知器１は、通常の状態では視認できない場所において、排水用配管１２
０に巻き付けていたとしても、ブザー３１の警告音によって、水Ｗの漏洩箇所を的確に認
識できる。
【００４２】
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　（実施形態の他の適用例２）
　漏洩検知器１の他の適用例２について、図７を参照しながら説明する。図７は、漏洩検
知器１の他の適用例２を示す模式図である。
【００４３】
　漏洩検知器１は、外部から視認できない場所に配設された排水用配管１２０の下方に配
設して用いることができる。具体的には、図７に示す排水用配管１２０は、防水パン１０
０を載置した床材１３０と、その床材１３０の下部に支柱１４０を介して据え付けられた
支持材１５０との隙間において、支持材１５０に載置している。漏洩検知器１は、排水用
配管１２０から漏洩し支持材１５０に滴り落ちて溜まった水Ｗを、支持材１５０に当接さ
せたベルト１１を介して検知する。このように、漏洩検知器１は、排水用配管１２０の下
方に位置する支持材１５０に載置して用いることもできる。漏洩検知器１は、通常の状態
では視認できない場所において、排水用配管１２０の下方に配設されていたとしても、ブ
ザー３１の警告音によって、水Ｗの漏洩箇所を的確に認識できる。なお、漏洩検知器１は
、視認可能な床の上に載置して用いることもできる。
【００４４】
　上述したように、担持部１０は、排水用配管１２０の下方に配設し水Ｗを担持する長尺
状のベルト１１を備えた構成としている。
【００４５】
　このような構成によれば、簡便且つ汎用的な構成であるベルト１１を用い、排水用配管
１２０の下方に漏洩した水Ｗを担持することができる。特に、排水用配管１２０の下方に
おいて、ベルト１１の形状を調整すれば、漏洩する水Ｗの検出領域を任意に設定すること
ができる。すなわち、ベルト１１の形状を大きくする程、漏洩する水Ｗの検出が容易とな
る。また、排水用配管１２０の下方において、水Ｗが流れ込みやすい傾斜面や段差が有る
場合に、その傾斜面や段差の部分にベルト１１を載置すれば、効率よく水Ｗを検出するこ
とができる。
【００４６】
　そのほか、本発明は、特許請求の範囲に記載された構成に基づき様々な改変が可能であ
り、それらについても本発明の範疇である。
【００４７】
　たとえば、漏洩検知器１は、被検査部材から漏洩した水Ｗの検知に限定されることはな
い。すなわち、漏洩検知器１は、たとえば、被検査部材から漏洩した油や有機溶媒の検知
に用いてもよい。
【００４８】
　また、漏洩検知器１は、排水用配管１２０から漏洩した媒体の検知に限定されることは
ない。すなわち、漏洩検知器１は、給水用配管から漏洩した媒体の検知に用いてもよい。
【００４９】
　また、漏洩検知器１は、排水用配管１２０の亀裂部１２０ａから漏洩した媒体の検知に
限定されることはない。すなわち、漏洩検知器１は、たとえば、洗濯機１１０と排水用配
管１２０との取り付け部から漏洩した媒体の検知に用いてもよい。
【００５０】
　また、漏洩検知器１は、円筒状に形成された排水用配管１２０のような被検査部材から
漏洩した媒体の検知に限定されることはない。すなわち、漏洩検知器１は、たとえば、長
方体からなる貯水タンクや、上部が開口した断面凹状の半円筒状の配管から漏洩した媒体
の検知に用いてもよい。
【００５１】
　また、漏洩検知器１において、担持部１０は、排水用配管１２０から漏洩した水Ｗを吸
収しつつ担持する構成に限定されることはない。すなわち、漏洩検知器１は、たとえば、
吸液性を有さないまたは吸液性に乏しいベルトを用い、排水用配管１２０から漏洩した水
Ｗを堰き止めることによって、その水Ｗを検出部２０で検出する構成としてもよい。
【００５２】
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　また、漏洩検知器１において、報知部３０は、ブザー３１を用いて水Ｗの漏洩を報知す
る構成に限定されることはない。たとえば、報知部３０は、発光素子やモニターを用いて
水Ｗの漏洩を報知する構成としてもよい。たとえば、漏洩検知器１が、互いに近接してそ
の警告音を聞き分けることが困難であったり、周囲の騒音等に遮音されて警告音を聞くこ
とが困難であったりしても、水Ｗの漏洩箇所を容易に検知できる。漏洩検知器１が、高層
ビルに複数台配設されている場合であっても、警備室において液晶モニターに表示される
情報から水Ｗの漏洩箇所を容易に検知できる。
【００５３】
　また、漏洩検知器１において、検出部２０は、検出素子２１の電気抵抗の変化によって
、ベルト１１の湿潤を検出する構成に限定されることはない。たとえば、検出部２０は、
吸収した水Ｗによって変色するベルト１１の色を光学式センサーによって検出する構成と
してもよい。また、検出部２０は、ベルト１１によって吸収する水Ｗ自体の色を光学式セ
ンサーによって検出する構成としてもよい。上記のいずれの構成についても、特に、排水
用配管１２０から漏洩した水Ｗが、汚染に伴い着色している場合に有効である。
【００５４】
　また、漏洩検知器１において、検出部２０は、ベルト１１の一部を密封し、その密封空
間における湿度の変化を検出する構成によって、ベルト１１の湿潤を検出する構成として
もよい。ベルト１１が湿潤すると、そのベルト１１の一部を密閉した密閉空間の湿度が上
昇する。特に、排水用配管１２０から漏洩した水Ｗが、微量である場合に有効である。
【００５５】
　また、漏洩検知器１において、報知部３０のブザー３１は、検出部２０の検出素子２１
と電気的に接続された構成に限定されることはない。たとえば、制御部４０による電波や
赤外線を用いた無線通信によって、検出素子２１から離間した場所に配設したブザー３１
を作動させる構成としてもよい。たとえば、漏洩検知器１が、建物の内部に複数台配設さ
れている場合であっても、警備室においてブザー３１を介して報知される情報から水Ｗの
漏洩箇所を容易に検知できる。
【００５６】
　また、漏洩検知器１は、ベルト１１を介して排水用配管１２０を挟持する変形自在な鉤
状のフックを備えた構成としてもよい。このような構成によれば、フックは、排水用配管
１２０の外周の全部または一部に対してベルト１１を当接させるように、ベルト１１を挟
持する。フックは、排水用配管１２０の外周の一部が他の構造物と干渉しているような場
合でも、その干渉している部分を避けて、排水用配管１２０に取り付けることができる。
また、フックは、排水用配管１２０に押し付けた際に、一時的に円弧が大きくなるように
弾性変形させて、排水用配管１２０に取り付けることができる。すなわち、フックは、片
手でも排水用配管１２０に対して取り付けたり取り外したりすることができる。
【００５７】
　また、漏洩検知器１は、上記フックの機能をベルト１１に備えた構成としてもよい。た
とえば、ベルト１１を、ナイロン等の合成繊維を編み込み、湾曲させた状態で硬質ゴムを
含有させつつ硬化させることによって形成する。このようなベルト１１は、水Ｗを担持す
る機能に加えて、排水用配管１２０を挟持する機能を兼ね備えたものに相当する。
【００５８】
　また、漏洩検知器１は、制御部４０によって検出部２０および報知部３０の作動を制御
する構成に限定されることはない。たとえば、検出部２０の検出素子２１と、報知部３０
のブザー３１とを簡便なリレー回路によって作動させる構成としてもよい。
【００５９】
　また、漏洩検知器１は、筺体部５０によって、担持部１０、検出部２０、報知部３０、
および制御部４０の各構成部材を保持する構成に限定されることはない。たとえば、検出
部２０の検出素子２１の駆動電力と、報知部３０のブザー３１の駆動電力とが十分に小さ
く、それらが水Ｗ等によって短絡しないように配設する構成とすれば、筺体部５０は必ず
しも必要としない。
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【符号の説明】
【００６０】
１　漏洩検知器、
１０　担持部、
１１　ベルト、
２０　検出部、
２１　検出素子、
２２，２３　端子、
３０　報知部、
３１　ブザー、
４０　制御部、
４１　基板、
４２　コントローラ、
４３　バッテリー、
５０　筺体部、
５１　収容部材、
５１ａ　収容部、
５１ｂ，５１ｃ　孔、
５２　支持部材、
５３　係留ピン、
５４　蓋、
５４ａ　開口、
１００　防水パン、
１１０　洗濯機、
１２０　排水用配管（被検査部材）、
１２０ａ　亀裂部、
１３０　床材、
１４０　支柱、
１５０　支持材、
Ｗ　水（媒体）。
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